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日本代表選手左から酒井選手、 石田選手、 清水選手、 淵上選手

第 32 号　　（2025 年 5 月）

【今号の紙面】
本選レポート（2・3 面）／ ESF2025（3 面）
ジオパーク紹介（4・5 面）／
リレーエッセイ（6 面）

IESO2025 中国大会派遣選手が決定
第 17 回日本地学オリンピック本選開催

筆記試験会場にて

　今年の 8 月 7 日から 17 日にかけて開

催される第 18 回国際地学オリンピック

（IESO2025）済寧大会に派遣する日本

代表選手が３月 19 日に発表された。代

表選手は石田結寛（青森県立青森高等学

校 2 年）、酒井伸太朗（灘中学校 3 年）、

清水玲那（神戸女学院高等学部 2 年）、

淵上理音（富山県立雄峰高等学校 2 年）

の 4 名（上記学年は決定時の令和 6 年

度のもの）。

　日本代表の選考過程は第 17 回日本地

学オリンピックを通して行われた。昨年

12 月 15 日に行われた一次予選では全

国の小中高生 1,624 名がオンライン受

験に挑戦し、一次予選成績上位 205 名

が今年１月 26 日に全国 15 会場で行わ

れた二次予選に参加、上位 61 名が本選

出場者として選出された。また、今年は

代表選考枠外で同等の成績を修めた中学

２年生 1 名がチャレンジ受験として本

選に参加した。

　本選は茨城県つくば市で二泊三日の合

宿形式で開催された（詳細は２面）。今

年の金賞は同点により 12 名が受賞し、

その後行われた代表選抜において先の 4

名が日本代表選手として選出された。

　本選では金銀銅賞の他、特別賞が授与

された。全体総合成績１位に贈られる茨

城県知事賞に輝いたのは日本代表にも選

ばれた酒井伸太朗選手。酒井選手は中学

3 年生であったため、中学生総合成績 1

位に贈られるつくば科学万博記念財団理

事長賞も受賞した。総合成績 2 位に贈

られるつくば市長賞は同じく日本代表選

手である清水玲那選手が受賞。清水選手

は女子の総合成績 1 位に贈られる日本

地球惑星科学連合賞も併せて受賞した。

また、岩石・化石鑑定試験１位に贈られ

る産業技術総合研究所地質調査総合セン

ター特別賞は金賞受賞者の奥村太紀さ

ん（灘中学校 3 年）が受賞した（各賞

を HP に掲載中）。

　日本代表選手を含む金賞受賞者 11 名

は 今 年 の 5 月 15 日 ～ 18 日 に 韓 国 で

行われた地学フェスティバル「Earth 

Science Festival( 通称 ESF)」に日本チー

ムとして参加（詳細は 3 面）。日本代

表選手は ESF の他、4 月から始まった

通信研修と 7 月のつくば研修を経て、

IESO2025 に挑戦する。各選手の健闘を

期待する。

　今年の第 18 回国際地学オリンピック

（IESO2025）は昨年の中国・北京大会

に引き続き、同じく中国の済寧市で開催

されることとなった。メイン会場は済寧

孔子学校 (Ji’ning Confucius School)。4

月からは HP が開設され、情報を随時発

信している。（https://ieso2025.cn)

IESO2025 済寧大会
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とっぷ・レクチャーで最先端の研究に触れる

　トップバッターの矢部氏は新世代の植
物であるブナ属とメタセコイア属の二つ
の植物化石の記録から、その繫栄と絶滅
の要因を如何に読み解くかを解説した。
続く井上氏は海洋の地質調査や海域活断
層の調査方法を紹介。更に能登半島周
辺海域に分布する活断層から 2007 年と

地学好きの祭典

とっぷ・レクチャー

2024 年に起こった能登半島地震の痕跡
を紹介した。王氏は気候変動と人間の活
動によって現在のモンゴル草原が直面す
る問題と、その科学的解決方法について
紹介。ラストの梅村氏は宇宙の誕生から
生命の誕生まで、最新の天文学でわかっ
たことを交えてわかりやすく解説した。

　各講義とも活発な質疑応答が行われ、
休み時間中にも各講師を囲んで質問をす
る生徒の姿が見受けられた。参加した生
徒からは「発展的な内容で好奇心が刺激
された」「地学の講演を聞く機会がなく、
とても刺激的だった」「自分の知識がつ
ながる貴重な経験をした」「先生たち自
身が話していてとても楽しそうだった」
などの感想が聞かれた。

こんなにいた地学好き フィールドワークの楽しさ
　三日目表彰式前に移動を兼ねて行われ

る「ジオ散歩」。町中にある岩石や地質

を地学的な視点から観察する企画で、机

上では得られない地学の楽しさを知って

もらう為の「散歩」である。今年は天候

に恵まれ、爽やかな朝の空気の中つくば

駅周辺を散策した。

次から次へと手が上がる質問タイム

　大会全体で一番印象に残ったこととし

て挙げられたのが生徒間の交流。「普段

会うことのない地学好きの人達と会うこ

とができたうえ、色々と話せて楽しかっ

た」複数回参加している参加者からは「1

年に 1 回だけの地学が好きなメンバー

で集まる貴重な機会で、地学に関わる話

をするのが本当に楽しい」との声が上

がった。また、地学オリンピック OBOG

との交流会では地学の勉強法や大学受

験、進路の相談等も行われた。OBOG だ

けでなく同世代が地学に関わる活動に活

発に取り組んでいることを知って感銘を

受けた生徒も多かった。

鑑定試験の様子

OBOG 交流会
聞きたいことが沢山あって

話が尽きない様子

緊張の試験 !今年の難易度は ?
　地学オリンピックは筆記試験と鑑定試

験の二種類が行われる。「どの問題も解

きごたえがあって楽しかった。（予選か

ら本選までの）対策時間は短かったが知

識よりも実践力や応用力を試される試験

内容だったので科学的な興味を持ちなが

ら取り組めた」「多様なパラメーターの

データを踏まえて考慮する問題が多くて

楽しかった」と高評価の意見が多数あっ

た。　鑑定試験については「一番楽しかっ

た」「鑑定試験の問題数を増やしてほし

い」との声が上がる一方で、「一番難し

かった」「対策のための情報が欲しい」

との声も同様に上がった。（※地学オリ

ンピック HP の Q&A に鑑定試験対策の

トピックがあります）

ジオ散歩を体験する生徒たち
　「実際に自分の足で歩いて地学的な視

点で町を眺めるのは初めてだったので、

新鮮な経験だった」「普通に歩いている

だけではわからない地形のことを解説と

ともにわかりやすく体験できた」「初め

て地質に直接触れることができて面白さ

に気が付いた。フィールドワークが楽し

みになった」と参加者から好評を博した。

　日本地学オリンピック
の本選初日、現役研究者
が最新の研究成果につい
て語る地学講座「とっぷ・
レクチャー」が開催され
た。登壇したのは矢部淳
氏（国立科学博物館）、
井上卓彦氏（産業技術総
合研究所）、王勤学氏（国
立環境研究所）、梅村雅
之氏（筑波大学）の 4 名。

～地学オリンピック本選開催～



3

キャリアパスについて考える～研究施設見学
　今年の見学先は地質標本館と国立科学

博物館、応用地質㈱の三か所となった。

　地質標本館では豊富な岩石や鉱物の実

物を見学するだけでなく、5 人の研究者

の方にご自身の経歴について話していた

だいた。「将来研究することへの意欲が

高まった」「個人的に見学した際に疑問

だった点を丁寧な解説で解消できた」と

参加者にとって貴重な機会となった。 　国立科学博物館筑波研究資料センター

では「普段は入れない研究所内や収蔵庫

といったバックヤードを見学できてとて

も面白かった」「滅多に入ることのでき

ない場所で実際に日常的に使用する研究

員の方々の生のお話を聞けたことが非常

に刺激的で迫力満点だった」「質問をた

くさんできた」等大いに楽しんだ感想が

参加者全員から寄せられた。

　今回初めて見学を受け入れて下さった

応用地質㈱では地学を利用した社会貢献

の一例として能登半島地震復興コンサル

タント業務の説明、レーザー探知機の実

演体験が行われ、「研究職とは違った地

学を生かした職業への関心が高まった」

「地学が防災や災害被害からの復興など

に実用されている事が実感できた」と感

銘を受けた参加者が多かった。

地学フェスティバル（ESF2025）光州にて開催

含む11名が日本チームとして参加した。

フェスティバルの主な内容は筆記試験と

実技試験、現地調査と発表で、IESO の

予行練習となった。韓国と台湾のチーム

にとっては国際大会代表選手の選考会も

兼ねた大事なイベントである。

　初日、釜山に到着した日本チームは送

迎スタッフと共に光州の国立光州科学館

へバスで移動、オリエンテーション後科

学館の天文プログラムに参加した。

　二日目は三か国混成チームに分かれて

JEONBUK 西海岸ジオパークにて現地調

査を実施し、調査結果をまとめ、発表を

行った。

　三日目は午前中に筆記試験と実技試験

を実施。午後の採点の間生徒は Hwasun

恐竜足跡化石地へのフィールドトリップ

を楽しんだ。また、その日の夜は恒例と

なった BBQ でイベントを通して仲良く

なった生徒たちが国際交流を楽しんだ。

　四日目に表彰式が行われ、日本チーム

は金銀銅の三種のメダルを 2 名ずつ受

賞する好成績を修めることが出来た。

　三か国の生徒たちは四日間の ESF を

大いに楽しんだようで、あちこちで再会

を誓う様子が見られた。

 ESF 日本選手メダル受賞者
（五十音順　敬称略）　

　金メダル
　　酒井伸太朗（灘高等学校 1 年）
　　淵上理音（富山県立雄峰高等学校 3 年）
　銀メダル
　　奥村太紀（灘高等学校 1 年）
　　古寺優介（灘高等学校 2 年）
　銅メダル
　　内田拓人（海城高等学校 3 年）
　　川上嘉久（灘高等学校 1 年）

地質標本館

国立科学博物館

応用地質㈱

JEONBUK GEOPARK にて

地学で結ばれた三か国の生徒たち

　 日 本、 韓 国、 台 湾

の 三 か 国 に よ る 地

学 フ ェ ス テ ィ バ ル

（ESF2025） が 5 月

15 日 ～ 18 日 の 四 日

間にわたり韓国光州市

にて開催された。地学

オリンピック本選にお

いて優秀な成績を修

めた金賞受賞者の内

IESO 日本代表選手を
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変動する大地との共生
洞爺湖有珠山ジオパーク ( 北海道 )

フォッサマグナパーク

昭和新山の溶岩（デイサイト）

昭和新山（手前 / 有珠山の一部）と洞爺湖（奥）

【JR の利用】

　新千歳空港→南千歳→洞爺

　　（特急約 1 時間 40 分）

【車の利用】

　新千歳空港→洞爺湖温泉 

 　　一般道利用（約 1 時間 50 分）

　　高速道利用（約 1 時間 20 分）

　洞爺湖有珠山ジオパークは、北海道の

南西に位置する伊達市、豊浦町、壮瞥町、

洞爺湖町の１市３町からなります。火山

活動が盛んな地域で、エリアの中心には

約 11 万年前の巨大噴火によりできた窪

地に水がたまり誕生したカルデラ湖・洞

爺湖、その南岸には約１～２万年前に誕

生した有珠山があります。

　有珠山は近年 20 ～ 50 年ごとに繰り

返し噴火してきた活火山です。中学校の

理科の授業でねばり気の強い溶岩でつく

られた火山の例として出てくる昭和新山

は有珠山の一部であり、1944 ～ 45 年

に起きた噴火で有珠山の東麓が隆起する

ことでできました。

　有珠山周辺は、生活圏と火山が近接し

ているため、火山と共生してきた地域で

あり、次の噴火が起きた際に適切な行動

をとって被害を最小限に抑えられるよう

「減災教育」に力をいれています。

　減災教育活動を支える取り組みの一つ

に、地域の減災リーダーを認定する「洞

爺湖有珠火山マイスター制度」があり、

有珠山に関する正しい知識や噴火の記憶

を、世代を超えて継承しています。

　また、噴火の記憶の一つとして、噴火

当時被害があった建物や道路を残し、散

策路として整備しています。

　火山活動は恐ろしいだけでなく、美し

い食べ物や温泉など、私たちに多くの恵

みをもたらしてくれます。ぜひ洞爺湖有

珠山ジオパークへ遊びに来てください！

洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会

　学術専門員　金田　皓樹

アクセス

洞爺湖有珠火山マイスターによる
減災教育の様子

1910 年に起きた有珠山野噴火により
誕生した洞爺湖温泉

↑
洞爺湖有珠山

ジオパーク
公式ウェブサイト
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活きた火山を

今回は火山特集！

北と南、ふたつのジオパークをご紹介します。

どっちに行く？どっちも行きたい！

　阿蘇火山は世界有数の巨大カルデラと

活発な活動を繰り返す中岳を擁し、そこ

に育まれてきた独特の動植物や歴史文化

が大きな特徴です。阿蘇ジオパークは、

このような多様な素材相互の関わりに対

する理解を深めることをテーマとしてい

ます。そのなかで、今回は中岳について

紹介します。

　中岳は 6 世紀には日本最初の噴火の

記載があり、また中国の歴史書「隋書（倭

国伝）」にも噴火に関する記述が登場す

るなど、古くから国内外によく知られた

存在でした。

　中岳のマグマは SiO₂ が 52％程度の玄

武岩～玄武岩質安山岩で、近年は静穏期

には湯だまりを形成し、活動期には灰噴

火やストロンボリ式噴火、マグマ水蒸気

噴火などを起こしています。古文書の記

載や堆積物からみて、少なくとも有史以

降は現在と同じような活動を繰り返して

きたようです。

　静穏期の湯だまりは青白色～乳緑色を

呈し、非常に美しく多くの観光客の目を

楽しませています。多くの火口湖がその

ような美しい色になるのは、火山ガスに

含まれる成分が水に溶け込むため強酸性

となり、それが周辺の岩石に含まれる鉄

分や SiO₂ を溶かすためだと考えられて

います。緑っぽい色は、水に溶けている

鉄イオン（Fe²⁺）が、また青っぽい色

は SiO₂ が関係しており、それに加えて

太陽光の乱反射や火口底や火口壁の噴気

孔から出てくる硫黄の微粒子が湖面に浮

かんでいる影響もありそうです。

　一方活動期が近づくと地下からの活発

な噴気によって攪拌されるため、色が灰

黒色に濁ったり、蒸発量が増えて湯量が

減ったりします。

　このような “ 不思議な ” 現象が繰り返

し見られることから、昔の人々は火口を

神格化して火山信仰の対象としてきまし

た。

　2025 年春現在、中岳の活動は非常に

穏やかで、美しい湯だまりが形成されて

います。今のうちにきれいな湯だまりを

見に来ませんか。

　※火口からは常に二酸化硫黄（SO₂）を

　　含む火山ガスが噴出しています。火口

　　見学の際は必ず「阿蘇火山防災会議

　　協議会」の指示に従ってください。

一般財団法人自然公園財団（阿蘇支部）

池辺伸一郎

２０１５年２月の灰噴火２０１４年１２月のストロンボリ式噴火

阿蘇中岳火口へのアクセス阿蘇中岳火口へのアクセス

【車の利用】熊本市内から阿蘇山上

　広場まで約 100 分→阿蘇山公園

　有料道路で約５分

【バスの利用】JR 阿蘇駅前から

　阿蘇山上ターミナルへ約 35 分→

　阿蘇山火口シャトルで約 5 分

2025 年 4 月 25 日の湯だまり
（阿蘇火山博物館火口カメラからのキャプチャー画像）

間近で感じる中岳火口
阿蘇ジオパーク（熊本県）
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Chiorin!  リレーエッセイ　no. 32

　私が地球科学の道に魅了された原点

は、中国内陸部・甘粛省の乾燥地帯で過

ごした幼少期にあります。そこでは年間

降水量がわずか 200mm ほどしかなく、

人々は地下水に頼って細々と暮らしてい

ました。春になると黄砂を巻き上げる強

風が農地を容赦なく襲い、自然の厳しさ

を肌で感じる日々。そんな中で、「水は

どこから生まれ、どこへ消えていくのだ

ろう？」という素朴な疑問が、私の心に

深く根を下ろしました。

　高校で地学と出会い、その好奇心はや

がて気候モデルや水循環への興味へと広

がりました。大学、そして大学院では、

水不足と砂漠化の関係に焦点を当てて研

究を重ね、特に気候変動や人間活動が水

資源、土壌、植生に与える影響のメカニ

ズムを解き明かすことに情熱を注いでき

ました。

　この文章を読んでいる皆さんの中に

は、地学オリンピックを目指して学びを

深めている方も多いと思います。地学は、

単なる知識の暗記ではなく、「地球とい

う巨大なシステムをどう読み解くか」を

おう　きんがく

国立環境研究所　地域環境保全領域 ・ 主

席研究員。 中国 ・ 甘粛省生まれ。 北海道

大学大学院で博士号取得。 気候変動や水

資源に関する研究を通じて、 アジアの乾燥・

半乾燥地域における持続可能な環境管理

を目指す。

問う学問です。たとえば、ある地域の地

形や気候を観察し、植生や土壌、地下水

や凍土の動きを分析することで、その土

地の未来像を描き出すことができます。

これはまさに、地学オリンピックが求め

る総合的な視点――地球を丸ごと捉える

力そのものです。

　現在、私はモンゴルの永久凍土地帯で

研究を続けています。そこでは、放牧地

の脆弱性や気候変動の影響を評価する

日々です。気温の上昇によって凍土が溶

け出し、水循環が変容し、牧草地の生産

力が衰えていく。その影響は、家畜の頭

数や人々の暮らしにも及びます。こうし

た環境の変化に「適応」するためには、

科学的な観測やモデリングに加えて、現

地の伝統的な知恵を融合させた新たな視

点が不可欠です。

　地球は、まるで一つの生命体のように

息づいています。その呼吸や脈動に耳を

澄ませ、循環の声を聴き取ること――そ

れこそが地球科学の真髄です。地学オリ

ンピックに挑む皆さんには、ぜひ自分だ

けの問いを見つけ、その答えを探し続け

てほしい。地球との対話は、これからの

世界を支える鍵となると同時に、きっと

皆さん自身の未来も豊かにしてくれるは

ずです。

　地学オリンピック 2017 年フランス大

会 OB の越田です。世界各国から選手が

集まる国際大会では英語でのコミュニ

ケーションに難しさを感じたり、文化の

違いに驚いたりもしましたが、選手やス

タッフのみんなと仲良くなれてとても楽

しい時間でした。今振り返ると、英語を

通じて海外に友達が作れたこと、拙いな

がらも英語で自分の意見を言うこと、こ

ういった経験ができたのはとてもいい経

験でした。

　現在、私は東京大学大気海洋研究所に

て数値シミュレーションによる海洋循環

の研究をしています。昨年の夏にはノル

ウェーのベルゲン大学に 3 カ月ほど滞

在し、ベルゲン大学で開発されている海

洋数値シミュレーションを用いた研究に

関わりました。その際、日本での研究に

関して発表する機会もいただき、自身の

研究を深めることもできました。ベルゲ

ン大学ではこれまで何回も研究発表をし

ており、現在も共同研究をしています。

楽しさと世界への入り口

このような挑戦をし、継続的な関係を築

けたのも地学オリンピックでの経験の寄

与が大きいです。

　今振り返ってみても地学オリンピック

に参加し得た経験が、その後の自分の人

生の様々なことに影響を与えていること

は間違いありません。国内大会も国際大

会も地学が好きな人と交流することがで

きとても楽しかったですし、そこでの繋

がりは現在もかけがえのないものになっ

ています。

　地学オリンピックは世界を広げてくれ

ますし何よりとても楽しいので、皆さん

もぜひ参加してみてください！

地球と対話する科学　～水と大地の物語

越田　勇気

王　勤学

ベルゲン　ロブスタッケン山にて


